
牧之原市教育・保育施設等事故検証委員会からの提言に係る措置状況について 

（令和８年３月） 

   

令和６年３月に牧之原市教育・保育施設等事故検証委員会から提出された再

発防止のための提言に関して、事故発生園である幼保連携型認定こども園「川崎

幼稚園」から提出された報告書を基に措置状況を点検し、その結果を令和６年８

月に同園に対して通知するとともに、取組が不十分であると判断した事項につ

いて改善を要請した。 

その後、令和８年３月において点検した結果、全ての提言事項について改善等

を要する要請は改善されていた。） 

 

１ 令和８年３月に措置状況について点検した結果 

（１）提言１【保育者の資質・専門性の向上】について 

 

（２）提言２【園運営の組織育成、体制見直し】について 

 
（３）提言３【安全管理体制の構築】について 

提言内容 

教育及び保育に関わる全ての人が、子どもの人生における教育及び保育の意義を 

自覚し、専門性の向上に努めること。 

今回の確認の結果、改善等を要請する事項 

＜要請事項＞ 

・要請事項なし 

＜助言事項＞ 

・引き続き研修の継続により全職員の資質向上を図ることを求める。 

提言内容 

園の運営責任者はリーダーとしての役割を認識するとともに、職員全体が連携し 

て教育及び保育に向かう体制を構築すること。 

今回の確認の結果、改善等を要請する事項 

＜要請事項＞ 

・要請事項なし 

＜助言事項＞ 

・引き続き園長及び理事長は更なる資質向上のため多くの研修に参加し自園の更な

る組織育成に努めることを求める。 

提言内容 

 園児の生命と安全を守るための体制を構築するために、全職員の理解に基づいた  

マニュアルの作成と実施、それについての定期的な評価と改善を行うこと。 

今回の確認の結果、改善等を要請する事項 



 
（４）提言４【安全管理研修の実施と受講機会の確保】について 

 
（５）提言５【職員間の認識の共有】について 

 
（６）提言６【ＩＣＴの活用】について 

＜要請事項＞ 

・要請事項なし 

＜助言事項＞ 

・外部有識者を委員会のメンバーに加え、安全管理体制の評価を行っていることが

確認できた。引き続き外部有識者を委員会のメンバーに加え、園におけるリスクの

評価と適切な対策を講じるためのリスクアセスメントの実施を求める。 

提言内容 

職員は、安全管理に関する研修を受講し、知識を更新し続けるとともに、他園と 

の研修等によりその成果を確認し合う機会を持つこと。 

今回の確認の結果、改善等を要請する事項 

＜要請事項＞ 

・要請事項なし 

＜助言事項＞ 

・引き続き、安全管理研修の受講や公開保育などにより「見合う機会」を実施する

ことを求める。 

提言内容 

全職員が情報を共有し、同じ認識の下で教育及び保育に当たることができる体制 

をつくること。 

今回の確認の結果、改善等を要請する事項 

＜要請事項＞ 

・要請事項なし 

＜助言事項＞ 

・職員会議を二部制で行うことにより非正規職員を含めた全職員が情報を共有して

実施していることを確認した。引き続き開催方法を工夫し、全職員が参加できる体

制づくりに努めることを求める。 

提言内容 

人による安全管理を補完するものとして、ＩＣＴを活用すること。 

今回の確認の結果、改善等を要請する事項 

＜要請事項＞ 

・要請事項なし 

＜助言事項＞ 

・検討を行ったもののＩＣＴ技術の導入には至らなかったため、引き続き情報収集

に努め、検討を行うことを求める。 



 

２ 今後の状況確認について 

 今後の状況については、市が実施する確認監査等において適宜確認を行う。 

 


